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昭和村第一保育園

の入園式が４月５日に

行われ、ピッカピカの園舎で、

子どもたちが新しい生活を

スタートしました。（関連記事Ｐ６）
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地
方
交
付
税
は
、
全
体
の
35
・

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度

比
で
５
、
０
０
０
万
円
の
減
額
で

す
。繰

入
金
は
、
８
億
３
、
２
６
９

万
７
千
円
で
す
。
繰
入
金
は
、
前

年
度
比
１
億
９
４
８
万
７
千
円
の

増
額
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
で
賄

わ
れ
る
村
税
の
内
訳
は
、
村
民
税

が
１
億
５
、
１
３
２
万
円
、
固
定

資
産
税
が
２
億
９
、０
４
５
万
円
、

軽
自
動
車
税
が
１
、
７
９
９
万
１

千
円
、
た
ば
こ
税
が
３
、
８
８
９

万
５
千
円
、
特
別
土
地
保
有
税
が

２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
支
出
金
は
前
年
度
比
で
２
億

２
、
４
７
６
万
５
千
円
の
増
額
で

す
。
こ
れ
は
、
お
も
に
家
畜
の
た

い
肥
舎
施
設
の
整
備
事
業
補
助
金

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
全
体
で
見
る
と
、
村
が
独

自
で
賄
え
る
自
主
税
源
は
全
体
の

26
・
１
％
、
国
や
県
か
ら
の
依
存

財
源
は
全
体
の
64
・
８
％
。
昭
和

村
の
財
源
の
多
く
は
、
国
・
県
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳 入
自
主
財
源
は

全
体
の
26
・
１
％

平成16年度の当初予算が、３月定例議会で成立しました。
当初予算は、一般会計が43億2,800万円（前年度比１億6,800万円増）を計上しました。

16年度一般会計予算のおもな内容についてお知らせします。

43億2,800万円計上一般会計
当初予算

■用語の解説（歳入）

●自主財源　村が独自に確保で
きるお金。

●依存財源　国や県の判断で、
市町村に割り当てられるお金。

●地方交付税　地方公共団体が
行う業務を、すべての市町村が
同じように行えるために、ある
一定の基準で国が市町村に支給

するお金。

●村税　昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税、特別土地保有税が村税に
含まれる。

●繰入金　他会計や基金などか
ら繰り入れたお金。

●繰越金　前年度からもち越し
たお金。

●分担金及び負担金　一定の事
業について特別な利益のある人
（受益者など）から、事業を行う
ための経費として徴収するお
金。

●県支出金　県から特定の事業
に対して支給されるお金。

●国庫支出金　国から特定の事
業に対して支給されるお金。

●村債　事業を行うために村が
借りるお金。

●地方譲与税　国税として徴収
したものを、市町村に対して譲
与するお金。

●地方特例交付金　税制改正に
伴う村の財源不足の一部を補て
んするために市町村に交付する
お金。

歳 入 43億2,800万円 特別会計の予算
総額26億2,286万4千円
５つの特別会計の総額は
26億2,286万円。対前年
比で1億5,122万5千円の
減となりました。

●国民健康保険事業

●老人保健事業

●簡易水道事業

●農業集落排水事業

●介護保険

９億821万７千円

８億1,330万２千円

１億1,352万２千円

３億4,224万１千円

４億4,558万２千円

農業集落排水事業、永井
入原地区の汚水処理場
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■用語の解説（歳出）

●総務費　おもに人件費や事務
経費、また、広報しょうわ発行、
オフトーク通信、選挙などのお
金。

●民生費　社会福祉（昭和の
湯・福祉センターの運営など）
や児童福祉（保育園の管理・運
営など）、老人福祉の経費。

●教育費　学校教育（小中学校
の管理費）や社会教育（講演会
や各種体育大会などの開催）の
ための経費。

●農林水産業費　農林業振興の
ための各種事業経費や農林道整
備、土地改良整備事業などの経
費。

●公債費　村債の元金やその利

子の返済などで、村が毎年返さ
なければならないお金。ローン
のようなもの。

●土木費　村道・橋梁の整備や
砂防工事などの経費。

●衛生費　病気予防の各種検診
や母子保健事業、また毎日家庭
から出るゴミ処理のための経費
など。

●消防費　消防・防災施設整備
の経費（消防団の運営など）。

●議会費　村議会の運営の経費
や議員報酬など。

●災害復旧費　降雨や土砂災害
等による道路復旧に使うための
経費。

農
林
水
産
業
費
は
前
年
度
比
で

３
億
１
、３
９
３
万
７
千
円
の
増
額

で
す
。お
も
に
家
畜
の
た
い
肥
舎
施

設
の
整
備
に
よ
る
も
の
で
す
。

民
生
費
は
前
年
度
比
で
１
億

６
、
８
３
１
万
２
千
円
の
減
額
で

す
。
こ
れ
は
第
一
保
育
園
整
備
事

業
が
終
了
し
た
た
め
で
16
年
度

は
、
大
河
原
小
学
校
に
学
童
保
育

所
を
整
備
し
ま
す
。

総
務
費
は
前
年
度
比
で
５
、
１

１
０
万
１
千
円
の
減
額
で
す
。

消
防
費
は
前
年
度
比
で
１
、
０

９
２
万
円
の
増
額
。
第
一
分
団
と

第
２
分
団
の
ポ
ン
プ
車
購
入
に
２

９
５
５
万
６
千
円
、
防
火
水
槽
の

整
備
に
１
、
８
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
剣
道
場
改
修
工

事
に
６
５
０
万
円
、
総
合
運
動
公

園
の
野
球
場
防
球
ネ
ッ
ト
工
事
に

３
６
０
万
２
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

な
お
、下
の
グ
ラ
フ
の
そ
の
他

の
項
目
に
は
、商
工
費
…
５
３
５

万
６
千
円
、労
働
費
…
３
５
７
万

８
千
円
、予
備
費
…
５
０
０
万
円
、

諸
支
出
金
…
２
千
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

歳 出
農
林
水
産
業
費
が

約
３
億
円
の
増
額

歳 出 43億2,800万円農林水産業費

●堆肥舎等施設整備事業……………………
………………………４億8,542万９千円

●農村総合整備事業…………………１億円

●農地等高度化利用促進……………………
…………………………１億817万６千円

●村道維持補修工事……………7,540万円
●橋梁工事…………………………120万円

●ポンプ車購入費………………2,955万円
●防火水槽整備…………………1,800万円
●消火栓設置工事…………………135万円

●学童保育所整備…………1,522万６千円

民生費

土木費

消防費

お
も
な
事
業
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□
永
　
井
　
藤
　
井
　
正
　
久

□
入
　
原
　
諸
　
田
　
幸
　
男

□
川
　
額
　
高
　
橋
　
健
　
造

□
鎌
　
沢
　
外
　
山
　
重
　
次

□
森
下
上
　
小
　
泉
　
光
　
由

□
森
下
中
　
綿
　
貫
　
征
　
二

□
森
下
下
　
林
　
　
　
孝
　
昌

□
入
　
沢
　
諸
　
田
　
　
　
健

□
橡
久
保
　
新
　
木
　
良
　
作

□
吹
　
張
　
中
　
村
　
充
　
明

□
　
宿
　
　
佐
　
藤
　
菊
　
良

□
中
　
宿
　
加
　
藤
　
　
　
誠

□
中
内
出
　
戸
　
丸
　
　
　
勇

□
常
　
木
　
見
　
城
　
　
　
勲

□
滝
　
寺
　

岡
　
千
　
栄

□
南
内
出
　
林
　
　
　
敏
　
秋

□
上
内
出
　
荒
　
木
　
勝
　
治

□
田
　
岸
　
後
　
藤
　
一
　
雄

□
大
　
堀
　
津
久
井
　
則
　
雄

□
滝
久
保
　
林
　
　
　
誠
一
郎

□
池
　
原
　
吉
　
澤
　
和
　
男

□
生
　
越
　
林
　
　
　
保
　
雄

□
中
野
下
　
吉
　
澤
　
美
恵
子

□
中
野
上
　
林
　
　
　
一
　
彦

□
長
者
久
保

増
　
田
　
　
　
力

□
大
河
原
　
松
　
井
　
三
　
郎

□
追
　
分
　
木
　
暮
　
辰
　
男

□
赤
　
谷
　
後
　
藤
　
　
　
茂

□
赤
城
原
　
山
　
　
　
光
太
郎

□
　
　
　
　
谷
　
川
　
貞
　
夫

□
　
　
　
　

一
　
男

区
　
長

平
成
16
年
度
ス
タ
ー
ト

隊
　
長

林
　
　
博
美（
中
野
上
）

副
隊
長

加
藤
　
和
美（
中
　
宿
）

班
　
長

竹
内
　
昭
彦（
藤
　
井
）

〃
　

関
上
　
　
毅（
森
下
下
宿
）

隊
　
員

小
林
孝
一
郎（

）

〃
　

堤
　
錦
之
輔（
入
原
下
）

〃
　

竹
澤
　
光
男（
滝
久
保
）

〃
　

熊
谷
　
　
誠（
生
　
越
）

〃
　

藤
井
　
正
浩（
吹
　
張
）

〃
　

林
　
　
　
香（

）

〃
　

萩
原
　
友
美（
田
　
岸
）

〃
　

諸
田
千
登
勢（
永
井
上
）

交
通
指
導
隊

松
ノ
木
平

第
　
　
一

松
ノ
木
平

第
　
　
二

16
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
新
し
い
区
長
さ
ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導

隊
の
皆
さ
ん
、
教
職
員
・
役
場
職
員
人
事
異
動
を

紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

新
役
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

隊　　長

林　博美さん

松
ノ
木
平

第
　
　
二

橡
久
保

北
　
部

団
　
　
　
長

倉
　
澤
　
憲
　
治

副
　
団
　
長

林
　
　
　
公
　
男

〃
　
　

澤
　
浦
　
範
　
行

ラ
ッ
パ
長

小
　
野
　
　
　
誠

第
１
分
団
長

諸
　
田
　
光
　
二

第
２
　
〃
　

萩
　
原
　
勝
　
彦

第
３
　
〃
　

竹
　
内
　
貞
　
衛

第
４
　
〃
　

小
　
林
　
　
　
勇

第
５
　
〃
　

狩
　
野
　
賢
　
一

第
６
　
〃
　

横
　
坂
　
健
　
一

第
７
　
〃
　

金
　
子
　
洋
　
一

第
８
　
〃
　

吉
　
澤
　
利
　
行

第
９
　
〃
　

星
　
野
　
秀
　
之

第
10

〃
　

林
　
　
　
昭
　
彦

消
防
団

団　　長

倉澤憲治さん
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Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

の
ネ
イ
ス
ン
・
ヒ
ー
ト
ン
さ
ん
が

派
遣
期
間
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

ネ
イ
ス
ン
さ
ん
は
、
平
成
14
年

８
月
に
昭
和
村
に
派
遣
さ
れ
、
以

来
一
年
半
の
間
、
村
内
小
学
校
で

外
国
語
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

ネ
イ
ス
ン
さ
ん
は
「
一
年
半
の

間
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
、
生

活
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
習

で
き
て
、
良
い
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
。
子
ど
も
達
も
一
生
懸
命
勉

強
し
て
く
れ
ま
し
た
。
成
長
し
て

大
き
く
な
っ
て
も
、
一
緒
に
勉
強

し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

□東小学校
教　　頭　　青　木　美穂子（新巻小）
教　　諭　　高　橋　さゆみ（月夜野北小）
□南小学校
校　　長　　高　橋　芳　夫（片品小）
教　　諭　　白　鳥　正　巳（利根中）
教　　諭　　梅　澤　由紀子（沼田北小）
教　　諭　　萩　原　若　菜（新採用）
教　　諭　　眞　下　一　平（地公臨）
事務主事　　山　田　徳　子（地公臨）
□大河原小学校
教　　諭　　星　野　智　子（川場小）
教　　諭　　中　島　正　裕（沼田東小）
教　　諭　　丹　羽　踊　子（藤原中）
□昭和中学校
教　　諭　　高　橋　公　利（川場中）
教　　諭　　長谷川　　　基（水上中）

幸 知 小　　藤　井　茂　樹（東　小）
猿ヶ京小　　小　林　真由美（ 〃　）
川 田 小　　半　藤　ちはる（南　小）
片 品 小　　柳　　　千佳子（ 〃　）
利根東小　　渡　貫　文　子（ 〃　）
太田・宝泉南小　小野　美知子（ 〃　）
猿ヶ京小　　白　井　　　博（大河原小）
川 場 小　　清　水　幸　子（ 〃　）
新 巻 小　　堀　江　則　子（ 〃　）
薄 根 小　　吉　野　泰　広（ 〃　）
月夜野中　　澤　田　芳　信（昭和中）
多 那 中　　田　村　直　美（ 〃　）
平 川 小　　綿　貫　真理子（ 〃　）
吾妻東･東中 佐　藤　好　久（ 〃　）
川 場 中　　岡　村　健　一（ 〃　）
池 田 中　　林　　　徹　志（ 〃　）

大河原小　校長　堀 口 稔 夫（東　小）
昭 和 中　校長　吉 澤 博 通（南　小）
〃 教諭　本 多 章 浩（ 〃　）

転　　　入
( )内は前任校

教　職　員

転　　　出

転　　　補　

「
良
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
」

ネ
イ
ス
ン
さ
ん
さ
よ
う
な
ら

総
務
課

▼
主
任
（
課
付
群
馬
県
派
遣
）

小
野
一
志
（
税
務
課
）、
▼
主
任

（
課
付
農
業
共
済
派
遣
）

角
田

泰
弘
（
上
下
水
道
課
）

企
画
課

▼
主
事
　
星
野
晃
彦
（
昇
任
）

税
務
課

▼
主
任
　
諸
田
光
（
総
務
課
付
群

馬
県
派
遣
）

住
民
課

▼
主
任
　
土
屋
明
美
（
昇
任
）

保
健
福
祉
課

▼
第
一
保
育
園
主
任
保
育
士
（
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
）

鈴
木
悦
子
、
▼
保
育
士
　
堤
佳
子

（
第
二
保
育
園
）

上
下
水
道
課

▼
主
任
　
青
木
昭
博
（
教
育
委
員

会
事
務
局
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
主
任
　
堤
紀
子
（
昇
任
）、
▼

主
事
　
角
田
国
夫
（
総
務
課
付
農

業
共
済
派
遣
）、
▼
技
手
　
吉
野

一
郎
（
住
民
課
）

退
職
者

▼
課
長
　
島
田
民
夫
（
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
）

役
場
職
員
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昭
和
村
第
一
保
育
園（
飯
塚
好
見
園
長
）

の
新
し
い
園
舎
が
完
成
、
３
月
30
日
に
竣

功
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
園
舎
の
場
所
は
、
旧
東
中
学
校

の
跡
地
で
す
。

完
成
祝
賀
会
は
、
村
関
係
者
や
地
区
住

民
ら
76
人
が
出
席
し
て
挙
行
。神
事
の
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
藤
村
長
は
「
こ
の
保
育
園
が
地
域
ぐ

る
み
で
慈
し
み
育
ん
で
い
け
る
よ
う
、
今

後
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
式
辞
。
こ
の
後
、
加
藤
村
長
か
ら

飯
塚
園
長
に
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
園
舎
は
鉄
筋
平
屋
建
て
で
、
延

床
面
積
は
８
５
５
・
４
９
㎡
。
施
設
は
保

育
室
が
６
室
、遊
戯
室
、
調
理
室
、
ト
イ

レ
、
プ
ー
ル
等
を
設
置
。
ま
た
、
施
設
内

に
は「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て

使
用
さ
れ
る
地
域
支
援
室
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

総
工
費
は
２
億
６
、６
３
８
万
５
千
円
。

平
成
14
年
10
月
21
日
か
ら
測
量
・
設
計
が

始
ま
り
、
平
成
16
年
３
月
25
日
で
竣
工
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、建
設
に
は
国
・
県
か
ら
１
億
４
５

９
万
３
千
円
の
補
助
金
を
受
け
ま
し
た
。

旧
東
中
跡
地
に
待
望
の
園
舎
が
お
目
見
え

４
月
５
日
か
ら
開
園

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

第
一
保
育
園
完
成

テープカット(加藤村長､治田会長､吉野議長)

式辞を述べる加藤村長

飯塚園長に鍵を贈呈
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第一保育園では、家庭での保育が一時
的に困難となる場合に乳幼児の保育を行
います。
一時的に困難な時とは、病気・災害・

事故・出産・介護・冠婚葬祭の緊急時や
保護者が育児に伴う心理的・肉体的負担
を解消するためにリフレッシュしたい時
などです。
■対象者 村内に住む生後６か月～就学
前の乳幼児
■利用できる日 月曜日～土曜日（保育
園の開所時間内）
■費用（１日につき） ６か月～２歳は
2,000円、３歳～６歳は1,500円

第一保育園内で「子育て支援センター」

がスタートしました。

子育て支援センターは、子どもと保護

者と保育士が一緒に遊んだり、育児相談

や子育てサークルの支援を行います。

■対象者 就学前の乳幼児と保護者

■利用できる日 月曜日～金曜日（利用

時間は曜日によって異なります）

■費用 無料

ご利用を一時保育

第一保育園　122－２３３１

①保育園の門。入り口にはアーチを設置。
②木材をふんだんに使用した保育室。
③コンビネーション遊具。
④日当たりの良い廊下。
⑤年少クラスには、畳スペースも。
⑥広くなった遊戯室。
⑦調理室。
⑧園の門そばにあるプール。
⑨トイレ。９

８ ７

５

６ ４

２

３

１



第
58
回
群
馬
県
植
樹
祭
が
５
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
松
ノ
木
平
地
区
の
「
千

年
の
森
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
う
「
実
行
委
員
会
設
立
総
会
」
が

３
月
26
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、村
内
の
役
員
や
各
団
体
の
代
表
、

行
政
関
係
者
ら
、
56
人
が
出
席
。
開
会
後
、
ま

ず
実
行
委
員
を
加
藤
村
長
が
委
嘱
。
続
い
て
、

加
藤
村
長
が
「
今
日
か
ら
実
行
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
ま
す
が
、
当
日
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
に
十
分
協
議
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
後
、
議
題
で
は
、
会
則
や
実
施
計
画
、

予
算
書
を
承
認
。
会
議
後
は
、
会
場
の
現
地
視

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
植
樹
祭
は
、
第
17
回
全
国
健
康
福
祉

祭
群
馬
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
」
と

「
第
15
回
緑
の
少
年
団
全
国
大
会
」
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
行
う
の
が
特
徴
で
す
。

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
植
樹
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
郷
土
芸
能
の
披
露
、
昭
和
中

の
演
奏
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

村
内
の
小
中
学
校
（
東
小
学
校
、
南
小
学
校
、

大
河
原
小
学
校
、昭
和
中
学
校
）
で
３
月
中
に
卒

業
証
書
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
中
学
校
で
は
３
月
12
日
に
挙
行
。
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
壇
上
で
そ
れ
ぞ

れ
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

澤
田
芳
信
校
長
は
「
３
年
生
の
素
直
で
純
粋

な
心
に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
今

後
は
目
の
前
に
あ
る
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
、
自
信
・
勇
気
・
希
望
を
持
っ
て
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
こ
れ

を
受
け
た
卒
業
生
は
、
竹
澤
光
平
く
ん
が
代
表

し
て
「
こ
の
３
年
間
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
と

離
れ
ば
な
れ
に
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
困
難
も

貴
重
な
試
練
と
思
い
、
自
信
を
持
っ
て
進
ん
で

い
き
ま
す
」
と
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
答
辞
の
中
で
は
、
卒
業
生
が
「
旅
立
ち
の

日
に
」
を
合
唱
。
卒
業
生
は
涙
を
浮
か
べ
な
が

ら
し
っ
か
り
と
し
た
声
で
合
唱
し
、
３
年
間
の

中
学
校
生
活
へ
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
小
学
校
の
卒
業
生
は
東
小
が
25
人
、

南
小
が
46
人
、
大
河
原
小
が
16
人
、
昭
和
中
が

99
人
で
し
た
。

8

３
月
〜
４
月

卒業証書を授与

「
旅
立
ち
の
日
に
」
で
最
後
の
お
別
れ

第
32
回
昭
和
村
囲
碁
大
会
が

３
月
28
日
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
村
内
外
の
愛

好
者
43
人
が
参
加
。
６
組
に
分

か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
頭
脳
戦
が
繰

囲
碁
大
会
で

43
人
が
頭
脳
戦

４
月
７
日
の
区
長
会
議
で
、

区
長
会
長
に
綿
貫
征
二
さ
ん

（
森
下
中
）、
副
会
長
に
松
井
三

郎
さ
ん
（
大
河
原
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

区
長
会
長
に
綿
貫
さ
ん

副
会
長
に
松
井
さ
ん

区長会長
綿貫征二さん

副会長
松井三郎さん

県
植
樹
祭
を

に
松
ノ
木
平
で
開
催

５
29
(土)

厳しゅくな中で行われた設立総会
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昭
和
村
農
業
集
落
排
水
事
業
永
井
・
入
原
地

区
の
竣
功
式
が
３
月
30
日
、
永
井
入
原
地
区
処

理
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
の
は
、
同
地
区
の
推
進
協
議
会
役

員
や
関
係
者
ら
、
63
人
で
す
。

厳
粛
に
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
堀
澤
進
推
進
協
議
会
長

は
「
永
井
・
入
原
地
区
の
事
業
が
大
過
な
く
竣

功
の
日
を
迎
え
た
こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
今
後
、
こ
の
事
業
の
効
果
と
し
て
、
保
健

衛
生
面
と
農
業
生
産
面
の
向
上
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
式
辞
。
加
藤
村
長
は
「
こ
の
事
業
が

無
事
竣
功
し
た
の
も
、
地
権
者
や
関
係
す
る
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の
。
今
後
は
事
業

の
効
果
が
上
が
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
接
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
地
区
の
事
業
費
は
、
13
億
３
千
万
円
。
事

業
は
平
成
11
年
４
月
か
ら
で
、
平
成
17
年
３
月

に
は
、
す
べ
て
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
一
部
供
用
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
地
区
接
続
者
に
は
、
加
入
奨
励

金
３
万
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
上
下
水

道
課
1
２
４
―
５
１
１
１
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
集
排
で
永
井
・
入
原
が
一
部
供
用
開
始

第
10
回
生
涯
学
習
大
会
が
３
月
６
日
、
村
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
村
教
育
委
員
会
事
務
局
の
平

山
一
彦
社
会
教
育
主
事
が
昭
和
村
の
生
涯
学
習

の
概
要
や
状
況
な
ど
に
つ
い
て
発
表
。

続
い
て
行
わ
れ
た
第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
、
在
日
ギ
ニ
ア
大
使
館
顧
問
の
オ
ス
マ
ン
・

サ
ン
コ
ン
氏
が
「
視
力
６
・
０
が
見
た
ニ
ッ
ポ

ン
」
を
演
題
に
講
演
し
ま
し
た
。
サ
ン
コ
ン
さ

ん
は
「
わ
た
し
は
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
で
、
兄

弟
22
人
中
の
12
番
目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
こ
は
ま
さ
に
大
自
然
。
そ
の
中
で
、
父
親
に

は
と
て
も
大
切
な
４
つ
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
①
分
か
ち
合
う
こ
と
、
②
ゆ
ず

り
合
う
こ
と
、
③
許
す
こ
と
、
④
感
謝
の
気
持

ち
で
す
。
こ
れ
は
全
世
界
共
通
で
大
切
な
こ
と

で
す
」
と
自
ら
の
生
い
立
ち
を
踏
ま
え
て
語
り

ま
し
た
。ま
た
、高
校
生
の
時
に
右
足
に
障
害
を

負
っ
た
サ
ン
コ
ン
さ
ん
。「
障
害
は
運
命
。日
本

の
障
害
者
は
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。も
っ
と

明
る
く
生
き
る
べ
き
で
す
」と
障
害
者
問
題
に

つ
い
て
も
訴
え
か
け
ま
し
た
。
最
後
に
は
ス
ラ

イ
ド
で
母
国
ギ
ニ
ア
を
紹
介
。
お
よ
そ
２
時
間

の
話
に
、
来
場
者
は
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

１
コ
ン
、
２
コ
ン
、
サ
ン
コ
ン
で
〜
す

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
大

会
は
順
位
確
定
後
、
囲
碁
で
い

う
落
ば
ん
が
行
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
丸
一
日
、
囲
碁
で
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

各
組
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

▼
１
組
…
①
周
佐
光
衛
、
②

小
野
武
司
、
③
真
下
寛
治
、
▼

２
組
…
①
横
坂
喜
代
吉
、
②
高

橋
初
男
、
③
染
谷
威
、
▼
３
組

…
①
割
田
隆
男
、②
星
野
良
雄
、

③
諸
田
吉
之
助
、
▼
４
組
…
小

宮
皓
也
、
②
阿
部
順
一
、
③
金

井
喜
八
、
▼
５
組
…
①
雲
越
道

雄
、
②
町
田
清
二
、
③
金
子
重

光
、
▼
６
組
…
①
青
木
一
雄
、

②
金
井
泉
重
、
③
堤
好
雄
。

頭脳戦を繰り広げる参加者たち

ユーモアを交え、真剣に講演したサンコンさん

テープカット（堀澤会長、加藤村長、吉野議長)



結
婚
し
て
農
業
を
始
め
た

２
人
。「
お
互
い
農
業
経
験

が
な
か
っ
た
か
ら
大
変
で
し

た
ね
。
野
菜
を
主
に
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
相
場
の
良
い

時
代
だ
か
ら
ど
う
に
か
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
と
な

れ
ば
良
い
思
い
出
」
と
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
る
和
三
さ
ん

と
許
子
さ
ん
。

そ
ん
な
２
人
は
現
在
、
長

男
・
富
士
雄
さ
ん
家
族
と
の

７
人
家
族
。「
息
子
も
孫
も

農
業
が
好
き
で
、
頼
も
し
い

で
す
ね
」
と
ご
夫
妻
か
ら
は

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

２
人
の
趣
味
は
山
歩
き
。

始
め
て
16
年
に
も
な
る
そ
う

で
、
年
間
50
、
60
日
間
は
、

２
人
そ
ろ
っ
て
楽
し
ん
で
い

る
と
か
。「
山
野
草
が
好
き

で
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い
山

を
見
つ
け
て
は
行
く
ん
で
す

よ
。
県
内
の
山
は
ほ
と
ん
ど

行
き
ま
し
た
ね
」
。
ま
た
、

山
に
行
っ
た
帰
り
に
は
、
日

帰
り
温
泉
に
寄
っ
て
来
る
そ

う
で
「
こ
れ
も
楽
し
み
の
一

つ
な
ん
で
す
。
温
泉
も
新
し

い
所
を
見
つ
け
て
は
行
く
も

の
で
す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
場

所
に
行
き
ま
し
た
ね
」。

「
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
２

人
が
出
会
い
、
こ
こ
ま
で
よ

く
50
年
間
こ
ら
れ
た
も
の
」

と
笑
顔
で
話
す
２
人
。
今
後

に
つ
い
て
は
、「
２
人
と
も

健
康
で
い
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ

以
上
は
」
と
仲
む
つ
ま
じ
く

話
し
て
い
ま
し
た
。 高　橋　和　三さん (75歳)

許　子さん (69歳)
・大河原

新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）

「
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
」

（昭和29年７月３日入籍）

1 0

いきいきサークル

むつみ会
代　表／伊庭あい

顧　問／林よ志み

事務局／横坂うし 平成７年に貝野瀬の60歳以上の女性で結成した

サークル。今年で10年目を迎え、貝野瀬全域の65

歳から86歳までの女性38人が入っています。活動

はカラオケが中心。毎月10日、貝野瀬構造改善セ

ンターで、演歌をはじめ、童謡やなつかしのメロデ

ィーなど、会員みんなで歌っています。「お年寄り

ですから、毎月の例会をみんな楽しみにしているん

ですよ」と林さん。「足が不自由な人も、楽しみに

してて、和やかに和気あいあいと、お茶飲みができ

るのが本当に楽しいんです」と伊庭さんと横坂さん。

入会を希望される人は、横坂宅124－1818までご

連絡を。

「貝野瀬地区の60歳
以上の女性のサークル」
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私
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
職
業
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
運
転
手
で
し
た
。
そ
ん
な
憧
れ
の
ト
ラ
ッ
カ
ー
た
ち
と

出
会
い
、
早
い
も
の
で
10
年
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
仲
間
に

な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
た
ち
の
仲
間
と
い
う
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
を
飾
る
こ
と

が
好
き
な
人
と
車
を
愛
す
る
人
が
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で

す
。
仲
間
の
車
に
飾
り
が
付
く
の
を
ま
る
で
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
み
ん
な
で
喜
び
ま
す
。
そ
の
時
の
笑
顔
は
無
邪

気
な
子
ど
も
の
よ
う
で
す
。

私
は
運
転
手
と
い
う
職
業
に
、
こ
れ
か
ら
先
就
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
憧
れ
と
仲
間
は
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
も
ど
こ
か
で
私
の
仲
間
の
ト
ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
プ
ロ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
安

全
運
転
で
仕
事
と
ア
ー
ト
を
両
立
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
私
も
車
好
き
の
息
子
の
た
め
に
、
今
あ
る
車
を
コ

ツ
コ
ツ
と
仕
上
げ
て
、
い
つ
の
日
か
息
子
を
本
当
の
ア
ー

ト
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
あ
げ
る
の
が
今
一
番
の
夢
で
あ
り
、

一
番
の
楽
し
み
で
す
ね
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
高
瀬
実
さ
ん
（
24
歳
・
宮
貝
戸
）

で
す
。

２
年
前
、
優
子
さ
ん
の
ア
ル
バ
イ

ト
先
で
の
飲
み
会
で
出
会
っ
た
２

人
。「
あ
ま
り
覚
え
て
な
い
」（
雄
司

さ
ん
）、「
派
手
な
服
な
の
に
無
口
な

人
」（
優
子
さ
ん
）
が
お
互
い
の
第

一
印
象
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
か
月

後
、
優
子
さ
ん
が
ア
プ
ロ
ー
チ
。

「
ペ
ア
リ
ン
グ
を
一
緒
に
買
い
に
行

こ
う
」
と
い
う
雄
司
さ
ん
の
言
葉
で

交
際
が
ス
タ
ー
ト
し
た
そ
う
で
す
。

当
時
、
神
奈
川
県
の
座
間
市
で
学
生

生
活
を
し
て
い
た
２
人
。
週
に
３
・

４
回
は
会
っ
て
い
た
そ
う
で
、
よ
く

雄
司
さ
ん
の
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
、
一

緒
に
買
い
物
に
出
か
け
て
い
た
そ
う

で
す
。

そ
ん
な
２
人
は
２
月
15
日
に
挙

式
。
緊
張
の
あ
ま
り
指
輪
の
交
換
で

は
手
が
震
え
た
そ
う
で
す
が
、「
心

に
残
る
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
」。現在

、
雄
司
さ
ん
は
両
親
と
と
も

に
農
業
経
営
に
従
事
。「
健
康
を
第

一
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
仕
事
に
専

念
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
栃
木
市
出

身
の
優
子
さ
ん
は
、主
婦
業
に
専
念
。

「
ま
だ
ま
だ
半
人
前
な
の
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」。

新
婚
旅
行
は
５
泊
６
日
の
グ
ァ
ム

旅
行
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
優
子
さ
ん
が

失
神
し
た
り
、
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
で
雄
司
さ
ん
が
船
酔
い
し
た
り

と
、ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
」（
笑
）。

「
一
緒
に
い
る
時
が
お
互
い
一
番

幸
せ
」
と
毎
日
ラ
ブ
ラ
ブ
な
２
人
。

そ
ん
な
２
人
は「
笑
顔
の
絶
え
な
い
、

お
互
い
を
尊
敬
し
あ
え
る
家
庭
に
し

た
い
で
す
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。真　下　雄　司さん（23歳）

優　子さん（23歳）
（平成16年２月25日入籍）

「
一
緒
の
時
が
お
互
い
一
番
幸
せ
」

竹之内智史さん

(伏田・24歳)

・森下上
(早乙女)

憧
　
れ
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かとう　めいちゃん
（第一保・５歳）

新
し
い
保
育
園

ごとう　あすかちゃん
（第一保・５歳）

「
大
き
く
て
新
し
い
お
も
ち

ゃ
が
楽
し
い
よ
」。

新
し
い
保
育
園

「
新
し
い
お
も
ち
ゃ
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
よ
」。



昭和中１年生が「昭和カルタ」を作成しました。

このカルタは、「総合学習」という科目の授業で、「自分

たちの住む地域をどのように表すか」をテーマに取り組ん

だもの。各クラスが一セットずつ、３つのカルタを完成。

生徒一人ひとりが絵札を描き上げました。

授業は１週間に２回。作成期間は、２学期末から３月中

旬にかけてのおよそ３か月間でした。

１組の学級委員長の堤麻里菜さんは、「他のクラスより

も文字札がよくできたと思います。題材探しが難しかった

ですけどよくできたと思います」。２組の学級委員長の竹

之内涼くんは「文字札の字を筆で書いたので、味がよく出

たと思います。みんな協力して頑張ったので、よくできま

した」。３組の学級委員長の角田理恵さんは「題材の資料

を集めるのに苦労しましたが、よくできました。みんなの

努力の結晶です」と語っていました。

昭和中で「昭和カルタ」を作成

第22回昭和村芸能祭が３月

14日、村公民館多目的ホール

で行われました。

参加したのは、村文化協会

に所属する30団体、およそ

300人。会場には300人あま

りが訪れました。

今回は舞踊やダンス、詩吟

のほか、太鼓や八木節など、

52演目が演じられ、参加者た

ちは日ごろの練習の成果を発

揮。来場者たちは、プロ顔負

けの演奏や踊りに、ステージ

に釘付けになっていました。

芸能祭で習得の成果を披露

(左から)１組の堤さん、２組の竹之内くん、３組の角田さん

平成15年度昭和村福祉大会

（村・村社会福祉協議会主催）

が３月22日、村公民館多目的

ホールで行われました。

この大会は、福祉功労者に感

謝することと社会福祉の重要性

の再認識を目的に毎年行われて

いるもの。

今回は、受賞者や関係者ら

200人が出席しました。

大会では、介護や児童・青少

年の健全育成等に貢献した功労

者や団体など20人、２団体が

壇上で、それぞれ表彰されまし

た。

受賞者の皆さんおめでとうご

ざいます。

福祉大会で
功労者を表彰

大勢の中で行われた式典

決まってるね

1 2



昭和の森山荘の宿泊者が２月14日

に5,555人に達しました。

記念すべき達成者は、東京にお住ま

いの原弘子さん。原さんには、高橋助

役から花束と無料宿泊券が贈られまし

た。

おめでとうございます。

大河原小の６年生が３月２日、星夜の森学舎で紙すき体

験を行いました。

紙の材料は、児童たちが昨年６月に植え付け、収穫した

ケナフという植物。

この日、参加した６年生は、慣れない手つきながらも、

同施設の職員の指導を受けて、ハガキの大きさの和紙を作

成しました。

星夜の森学舎では現在、ボランティアスタッフを募集し
ています。希望する人は130－2272までお問い合わせく

ださい。

大河原小児童が紙すき体験5,555人を達成

高砂大学・ひまわり大学合同閉講式が３月26日、村公

民館多目的ホールで行われました。

式典では、のこぎり演奏家の加藤寛二さん（東京都）と日

本ハーモニカ芸術協会会員の河合斉さん（新治村）が記念演

奏。トークを織り交ぜながら、童謡やクラシックなど、12

曲を演奏。来場者は１時間の演奏に耳を傾けていました。

演奏後は、角田教育長が各大学の代表者に修了書と皆勤

賞を手渡しました。

ひまわり大、高砂大で閉講式

修了書を受けとる代表者

上手にできたかな？

花束を手にする原さん

1 3
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２組

１組

できました「昭和カルタ」

掲載してあります。
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３組

このカルタは昭和中の１年生が（現在は２年生）が、作成したものです。詳しくは、Ｐ13～14に



農
業
集
落
排
水
事
業
の
毎
月
の

使
用
料
は
、｛
１
、
０
０
０
円
＋

（
４
５
０
円
×
世
帯
の
人
数
）
＋

消
費
税
｝
で
算
出
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
の
世
帯
人
数
と
は
、
村

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
世
帯
の
人
数
で
す
。
そ
の

た
め
就
学
や
単
身
赴
任
な
ど
で
、

実
際
村
に
住
ん
で
い
な
い
場
合
も

世
帯
人
数
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
実
際
に
住
ん
で
い
な
い

人
を
対
象
に
、
使
用
料
の
減
免
を

行
っ
て
い
ま
す
。

減
免
の
手
続
き
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
減
免
の
対
象
期
間
は
年

度
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
村
総
合
運
動
公
園
内

に
整
備
を
進
め
て
い
る
芝
生
広
場

の
名
称
が
、
３
月
定
例
議
会
で
決

定
し
ま
し
た
。

名
称
は
「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
」
で
す
。
選
定
は
多
数
決

で
、
応
募
総
数
50
点
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
、
三
ッ
谷
に
お

住
ま
い
の
島
田
節
子
さ
ん
の
応
募

作
品
で
す
。

ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の

利
用
は
、
４
月
27
日
の
開
園
式
典

後
の
正
午
か
ら
で
す
。

な
お
、
利
用
で
き
る
の
は
遊
具

の
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
み

で
、「
ス
ポ
ー
ツ
芝
生
広
場
」
に

つ
い
て
は
芝
生
養
生
後
の
10
月
以

降
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、

加
入
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
証
明

書
で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け

て
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

①
記
載
内
容
は
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
勝
手
に
書
き
直
す
と
無

効
に
な
り
ま
す
。
②
医
療
機
関
に

行
く
時
は
、
必
ず
持
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
③
他
人
と
の
貸
し
借
り

は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
④
コ

ピ
ー
し
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ

ん
。長

期
出
張
・
長
期
旅
行
・
修
学

な
ど
で
、保
険
証
が
必
要
な
時
は
、

申
請
す
る
と
家
族
と
は
別
の
保
険

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
、
保
健
福
祉
課
へ
。

任
期
満
了
に
伴
う
昭
和
村
長
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
告
示
は
５
月

18
日
（
火
）、
投
票
日
は
５
月
23

日
（
日
）
で
す
。

〔
投
票
上
の
注
意
〕
①
入
場
券
は

自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
②
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
当
日
投

票
所
に
行
き
、
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
③
投
票
用
紙
に
は
、

投
票
し
た
い
候
補
者
の
名
前
を
１
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住
ん
で
い
な
い
場
合
は

下
水
道
使
用
料
を
減
免

上
下
水
道
課
　
内
線
38

大
切
に
し
て

国
保
の
保
険
証

保
健
福
祉
課
　
内
線
27

名
称
は「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
」に
決
定

企
画
課
　
内
線
31

村
長
選
は

５
月
18
日
告
示
で
す

選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
14

村では、生ゴミ処理機を購入した家

庭に補助金を交付します。

これまでは、回覧を通じて希望者を

募り、ＪＡを通じて補助金の手続きを

行っていましたが、４月からは直接村

に申請する方法になります。

今後、生ゴミ処理機を購入した場合

は、役場までご連絡ください。

■補助額 購入費の２分の１（ただし

限度額は２万円）

■申請の方法 住民課にある申請用紙

と必要書類を提出する

■申請場所・問い合わせ 住民課

124－５１１１（内線22）

生ゴミ処理機に補助金ゴミが変わります

問い合わせ　住民課1２４－５１１１（内線22）

４月１日からゴミの収集方法が変わりました。
燃やせるゴミ（ステーション回収）
■村内全域　毎週月曜日と金曜日
資源ゴミ（ステーション回収）
■東地区　毎月第２火曜日
■南地区　毎月第２木曜日
なお、集団回収を行う地区は、ステーション回収を行いません。
不燃ゴミ（危険物・ステーション回収）
■東地区　毎月第３火曜日
■南地区　毎月第３木曜日

※東地区は、大字糸井・大字貝野瀬・大字生越
南地区は、大字川額・大字森下・大字橡久保・大字赤城原
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名
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

２
名
以
上
書
い
た
場
合
や
白
紙
投

票
な
ど
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
制
度
が
公
職
選
挙

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
期
日
前

投
票
制
度
」
と
変
わ
り
ま
し
た
。

昭
和
村
長
選
挙
の
期
日
前
投
票
の

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
当

日
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票
期
間

５
月
19
日

（
水
）
〜
22
日
（
土
）

■
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

■
手
続
き

立
候
補
者
の
名
前
を

記
入
し
直
接
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
。

不
在
者
投
票
は

期
日
前
投
票
に
変
わ
り
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
14

16
年
度
の
納
付
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

４
月
分
　
　
16
年
５
月
31
日（
月
）

５
月
分
　
　
　
　
６
月
30
日（
水
）

６
月
分
　
　
　
　
８
月
２
日（
月
）

７
月
分
　
　
　
　
８
月
31
日（
火
）

８
月
分
　
　
　
　
９
月
30
日（
木
）

９
月
分
　
　
　
　
11
月
１
日（
月
）

10
月
分
　
　
　
　
11
月
30
日（
火
）

11
月
分
　
　
17
年
１
月
４
日（
火
）

12
月
分
　
　
　
　
１
月
31
日（
月
）

１
月
分
　
　
　
　
２
月
28
日（
月
）

２
月
分
　
　
　
　
３
月
31
日（
木
）

３
月
分
　
　
　
　
５
月
２
日（
月
）

16
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
か
月
１
３
、３
０
０
円
で
す
が
、

４
月
中
に
１
年
間
分
を
ま
と
め
て

納
め
る
と
（
前
納
）
割
引
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
お
得
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
定
額

１
３
、
３
０
０
円
×
12

月
＝
１
５
９
、
６
０
０
円

■
前
納

１
５
６
、
７
７
０
円

（
割
引
額
２
、
８
３
０
円
）

■
納
付
方
法

①
納
付
書
で
納
め

て
い
る
人
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
②
15
年
度
、
口
座
振
替
で
前

納
し
た
人
は
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

③
毎
月
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

人
が
、
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、

渋
川
社
会
保
険
事
務
所
へ
早
め
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■もんだい　
新年度スタート。新たな気持ちで

頑張りたいですね。
さて、今月号では新しい第一保育園

を紹介しました。平成15年４月から
約１年間を要した事業。広くて明る
い、すばらしい園舎が完成しました。
そこで問題です。新しい保育園の

建設費は？億2,800万円だったで
しょうか。

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から５人
に図書券500円分を差し上げます。s締め切り＝
５月６日(水)。s発表＝５月号「広報しょうわ」。
s答えは必ずハガキに書き、下記要領で応募して
ください。

u３月号のクイズの答えは、「９台」でした。
応募総数は10通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

3 7 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

圧
し
つ
ぶ
す
ほ
ど
な
る
雪
に
辣

韮
の
葉
は
打
ち
伏
し
ぬ
さ
れ
ど

も
青
く
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
き
み
江

眠
り
ゐ
し
畑
の
雪
も
早
や
消
え
て

土
手
に
ひ
と
叢
犬
ふ
ぐ
り
の
青

堀
沢
　
　
進

酔
ひ
て
撒
く
居
間
に
は
妻
と
猫
四

匹
節
分
用
に
と
声
を
張
り
し
が

森
戸
勉
太
郎

九
条
は
薄
れ
イ
ラ
ク
に
続
く
空
悲

し
き
迄
に
濃
き
夕
茜
　
　
　
　
　
　

今
井
與
兵
衛

照
り
翳
り
は
げ
し
き
風
に
音
た
て

て
洗
濯
物
が
ま
た
落
さ
る
る

諸
田
　
洋
子

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
う
ま
し
う
ま
し

と
二
本
も
食
み
し
日
の
既
に
九
十

を
越
し
た
る
と
聞
く

堤
　
　
み
ゑ

久
に
煮
し
味
噌
釜
洗
へ
ば
鳩
一
羽

こ
ぼ
れ
し
豆
を
さ
が
す
如
舞
ふ

沢
浦
　
芳
枝

幾
度
も
地
図
見
直
し
て
夫
と
来
し

松
井
田
は
は
や
若
草
の
萌
ゆ

根
岸
　
和
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

一
と
雨
に
も
の
の
芽
育
つ
昨
日
今
日

須
藤
　
澄
子

細
雪
肩
に
遊
ば
せ
露
天
の
湯

金
井
　
粂
子

薄
氷
り
捏
ね
る
や
ん
ち
ゃ
の
三
代
目

横
坂
　
庄
三

樹
々
抜
け
る
光
明
る
き
二
月
山

林
　
　
町
子

立
春
の
鳶
の
輪
小
さ
く
高
く
翔
ぶ

坂
田
　
安
男

風
邪
と
齢
併
せ
て
重
し
身
の
動
き

梅
沢
　
ま
つ

薄
氷
割
っ
て
登
校
の
童
か
な

大
河
原
一
郎

春
泥
や
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
靴
取
ら
れ

杉
木
　
哲
二

★ 七五三木 美　子 (57 歳 )
★ 中　川　鈴　菜 ( 6 歳 )
★ 中　澤　寿　美 (17歳 )
★ 倉　澤　千代子 (61 歳 )
★ 竹　吉　喜志子 (55歳 )

入 原 上
根 岸
赤 谷
根 岸
中 内 出

応募規定

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
制
度
が
お
得
で
す



▼
期
日

５
月
２
日
（
日
）、

▼
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２

時▼
集
合
場
所

赤
城
深
山
キ
ャ

ン
プ
場
駐
車
場
（
赤
城
村
北
赤

城
山
）

▼
内
容

県
指
定
天
然
記
念
物

の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
観
察
し

ま
す
。

▼
対
象
者

小
・
中
・
高
校
生

と
そ
の
保
護
者

▼
費
用

無
料

▼
持
参
品

昼
食
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
動
き
や
す
い
服
装

▼
参
加
方
法

当
日
、
直
接
集

合
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

県
庁
自
然
環

境
課
1
０
２
７
―
２
２
６
―
２

８
７
２
　

労
働
保
険
は
、
業
務
上
の
事

由
や
通
勤
に
よ
る
負
傷
・
疾
病

な
ど
に
対
し
給
付
を
行
う
「
労

災
保
険
」
と
、
労
働
者
が
失
業

し
た
と
き
に
一
定
の
給
付
を
行

う
「
雇
用
保
険
」
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。

労
働
保
険
の
申
告
・
納
付
の

手
続
き
が
遅
れ
る
と
保
険
制
度

の
運
営
に
支
障
を
来
し
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局

労
働
保
険
徴
収
室
1
０
２
７
―

２
１
０
―
５
０
０
１

村
で
は
、
現
在
昭
和
の
森

（
有
）
で
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
「
昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
・
山

荘
」
の
指
定
管
理
者
（
管
理
運

営
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
施
設

昭
和
の
森
ゴ
ル

フ
場
・
山
荘

▼
所
在
地

大
字
川
額
３
５
７

３
―
４
、
３
７
１
６
―
４
３
１

▼
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

施

設
の
運
営
、
維
持
管
理
に
関
す

る
こ
と
、
ほ
か

▼
指
定
期
間

平
成
16
年
７
月

１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

▼
募
集
対
象
団
体

村
内
に
事

業
所
を
有
す
る
民
間
法
人
等
の

団
体

▼
募
集
要
項
の
配
布

上
記
担

当
に
て
配
布

▼
応
募
方
法

所
定
の
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

平
成
16
年
５
月

10
日
（
月
）、
午
後
５
時

▼
審
査

提
出
書
類
・
面
接
に

よ
り
審
査
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

役
場
企
画
課

1
２
４
―
５
１
１
１

６
月
１
日
現
在
で
、
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統

計
調
査
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本

調
査
の
３
つ
の
調
査
が
全
国
一

斉
に
１
枚
の
調
査
票
で
同
時
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象

は
、
全
国
の
す
べ
て
の
民
営
事

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

モ
ロ
コ
シ
山(

赤
城
キ
ャ
ン

プ
場)

で
自
然
観
察
会

◆
県
自
然
環
境
課

▼
催
し
も
の

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
・
山

荘
の
指
定
管
理
者
の
公
募

◆
役
場
企
画
課

1 8

16年度の「狂犬病予防注

射と犬の登録」を行います。

生後３か月以上の犬は、必

ず接種させてください。

■手数料 新規登録6,400

円、登録済み3,300円

■注意事項 ①愛犬パスポー

トと送付されたハガキを必ず

持参してください。②手数料

はおつりのいらないようご用

意ください。

■問い合わせ 役場住民課

124－５１１１（内線22）

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

等
に
ご
協
力
を

◆
県
統
計
課

公民館の図書室では、毎月

第１・３土曜日を開放日にし

ています。

皆さん、お気軽にご利用く

ださい。

◆期日 ４月17日（土）

５月１日（土）

15日（土）

◆時間 午前10時～午後２時

◆特集 ４月　新撰組

５月　若き作家たち

第１・３土曜日は
公民館の図書室へ狂犬病の予防注射を行います

5
17
(月)

永井住民センター
入 原 公 民 館
川額集落センター
地域活性化センター
三ツ谷住民センター
生越住民センター
旧糸之瀬農協貝野瀬支所
東 小 学 校 前
保 健 セ ン タ ー
松ノ木平第２住民センター
板 戸 集 出 荷 所
松ノ木平第1集会所
赤 城 原 区 民 館
赤谷住民センター
山 村 婦 人 の 家
赤城北麓土地改良区

場　　　所 時　間
9 :00～ 9 :30
9 :40～10:10
10:20～11:00
11:10～11:50
13:10～13:40
9 :30～10:00
10:10～10:50
11:00～11:50
13:10～13:40
9 :10～ 9 :30
9 :40～10:00
10:10～10:30
10:40～11:10
11:20～11:50
13:10～14:00
14:10～14:40

期日

5
18
(火)

5
19
(水)

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は

５
月
20
日
ま
で
で
す

◆
群
馬
労
働
局

▼
お
知
ら
せ



3

そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じま

す。◆日時：５月７日（金）、午

後１時30分～４時、◆会場：役

場会議室。

高血圧や糖尿病などでお悩みの

人は、ご相談ください。役場保健

師が相談を受けます。◆日時：４

月23日（金）、午後１時～４時、

◆場所：村保健センター1２４－

５１４２。

「眠れない」、「イライラして落

ちつかない」など、心に悩みを持

つ人はご相談ください。専門家が

相談に応じます。◆日時：５月７

日（金）、午後１時30分～（事前

に電話予約を）、◆会場：沼田保健

福祉事務所1２３－２１８５。

パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時◆相談専用電話1０

２７－２３１－４４８８

交通事故の賠償や保険請求、示

談などでお困りの人は、相談くだ

さい。専門員が相談に応じます。

◆日時：平日午前９時～正午、午

後１時～５時◆前橋自動車保険請

求相談センター1０２７－２２

３－２３１６

国民健康保険税１期、介護保

険料１期は４月30日（金）が納

期です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

交通事故相談

こころの健康相談

女性相談センター

健康相談

特設人権相談所

1 9

険
物
を
一
定
量
以
上
貯
蔵
し
た

り
、
取
り
扱
う
許
可
施
設
で
は
、

「
危
険
物
取
扱
者
免
状
取
得
者
」

の
資
格
が
必
要
で
す
。

▼
試
験
日

６
月
27
日
（
日
）

▼
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
、

丙
種

▼
会
場

渋
川
工
業
高
等
学
校
、

前
橋
工
業
高
等
学
校
他

▼
受
験
料

甲
種
５
、
０
０
０

円
、
乙
種
３
、
４
０
０
円
、
丙

種
２
、
７
０
０
円

▼
願
書
受
付
期
間

５
月
10
日

（
月
）
〜
19
日
（
水
）

▼
願
書
配
布
・
受
付
場
所

中

央
消
防
署

▼
そ
の
他

受
験
希
望
者
は
６

月
８
日
（
火
）
の
準
備
講
習
会

を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署

1
２
４
―
１
７
３
４

業
所
で
す
。

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各

事
業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
１
日
に
食
糧
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
米
穀
の
出
荷
・

販
売
の
事
業
を
行
う
人
は
、
事

業
開
始
前
に
農
林
水
産
大
臣
へ

の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象

年
間
20
精
米
ト
ン
以

上
の
米
穀
の
出
荷
ま
た
は
販
売

を
行
う
人

▼
届
出
期
間

４
月
１
日
か
ら

随
時

▼
届
出
先

所
定
の
届
出
用
紙

を
群
馬
農
政
事
務
所
へ
提
出

▼
問
い
合
わ
せ

関
東
農
政
局

群
馬
農
政
事
務
所
1
０
２
７
―

２
２
１
―
１
１
８
１

毎
年
５
月
に
沼
田
市
に
お
い

て
「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
み

「
子
ど
も
の
た
め
の
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

５
月
17
日
（
月
）、
午

後
１
時
〜
３
時

▼
会
場

沼
田
市
役
所
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

▼
相
談
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法

務
局
沼
田
支
局
1
２
２
―
２
５

１
８ガ

ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の
危

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

◆
中
央
消
防
署

「
子
ど
も
の
た
め
の
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

◆
沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

おまわりさんからのお知らせ

非行防止は家庭から
非行問題などは、家庭、学校、

地域が一体となって取り組むこ

とが重要です。

なかでも家庭は、子どもたち

の心のよりどころです。強さと

やさしさを持った「しつけ」は

子どもたちの未来のためにとて

も大切なことです。そのために

も、次のことを心がけましょう。

◎子どもと語り合う時間を持

ちましょう、◎子どもの前で、

社会ルールに違反することはや

めましょう、◎子どもに善悪の

区別をきちんと教えましょう。

米
の
出
荷
・
販
売
を

行
う
人
は
届
出
が
必
要
で
す

◆
県
農
業
経
済
課




